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東条保育園納涼まつり　
　東条保育園では、７月11日に納涼まつ
りが開催されました。子どもたちの元気
な太鼓やおどりで始まり、後援会役員ＯＢ
会のむくの会と後援会役員の皆さんの
夜店で、家族そろって夕涼みのひとときを
楽しみました。
　小・中学生も懐かしい保育園に大勢集
まり、地域恒例の三世代ふれあいの“ま
つり”としてにぎわいを見せていました。

6月定例会6月定例会

加東市加東市
No.10No.10No.10



5月臨時会・6月定例会

平成21年度 国民健康保険税率及び課税限度額

所 得 割 額

資 産 割 額　

均 等 割 額

課 税 限 度 額

5.35%

7.50%

22,700円

18,000円

9,000円

470,000円

5.57%

7.70%

23,000円

18,200円

9,100円

470,000円

改正前 改正後

2.10%

2.50%

7,900円

6,400円

3,200円

120,000円

2.48%

2.90%

8,800円

7,000円

3,500円

120,000円

改正前 改正後

2.05%

2.70%

9,900円

5,600円

 

90,000円

1.92%

2.90%

9,400円

5,300円

100,000円

改正前 改正後

基 礎 課 税 額 分
（医療給付費分）

後期高齢者
支援金等課税額分

介護納付金
課 税 額 分

※ 特定世帯＝国民健康保険に加入していた方が長寿医療制度に
　 移られたことにより、世帯で被保険者が１人だけになる世帯

特 定 世 帯 以 外 の 世 帯

特 定 世 帯

世 帯 別
平 等 割 額

　
条
例
改
正

国
民
健
康
保
険
条
例

　
緊
急
的
な
少
子
化
対
策
と
し

て
平
成
２１
年
１０
月
１
日
か
ら

平
成
２３
年
３
月
３１
日
ま
で
の
間
、

出
産
育
児
一
時
金
を
４
万
円
増

額
し
３９
万
円
と
す
る
。

（
産
科
医
療
補
償
制
度
に
加
入

し
て
い
る
医
療
機
関
等
で
分
娩

し
た
場
合
は
４２
万
円
と
な
る
）

　
　
現
在
の
出
産
費
用
に
つ
い

て
調
査
し
た
の
か
。

　
　
平
成
２０
年
２
月
に
日
本
産

婦
人
科
医
会
が
行
っ
た
全
国
調

査
に
よ
れ
ば
、
平
均
で
約
３９
万

円
か
か
る
と
い
う
結
果
が
出
て

い
る
。

全
会
一
致
で
可
決

国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
加
東
市
に
お
け
る
国
民
健
康

保
険
制
度
の
運
営
の
健
全
化
を

図
り
、
被
保
険
者
の
急
激
な
負

担
増
と
な
ら
な
い
こ
と
を
考
慮

し
て
、
税
率
改
正
を
行
う
。

＊
税
率
の
改
正（
下
表
の
と
お
り
）

＊
介
護
納
付
金
課
税
額
の
課
税

限
度
額
を
９
万
円
か
ら
１０
万
円

に
改
め
る
。

　
　
税
率
改
正
に
よ
る
市
民
へ

の
影
響
は
。

　
　
一
般
的
に
６５
歳
〜
７４
歳
の

夫
婦
の
み
の
世
帯
（
年
金
生
活

者
）
で
３.

５
〜
５.

８
％
、
４０

歳
〜
６４
歳
の
夫
婦
の
み
の
世
帯

で
１.
５
〜
３.

２
％
程
度
の
ア

ッ
プ
と
な
る
。

　
　
滞
納
額
が
３
億
円
を
超
え
、

ま
た
税
の
収
納
率
が
年
々
下
が

っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
が
、
改

正
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

　
　
景
気
低
迷
の
た
め
、
県
の

特
別
調
整
交
付
金
や
繰
越
金
、

基
金
を
活
用
し
、
な
る
べ
く
加

入
者
の
負
担
増
と
な
ら
な
い
よ

う
に
昨
年
と
同
程
度
を
基
本
に

算
定
し
た
。
収
納
率
の
ア
ッ
プ

に
つ
い
て
は
税
務
課
と
の
連
携

の
中
で
対
応
し
て
い
く
。

厚
生
常
任
委
員
会
へ
付
託

（
↓
Ｐ
１２
）

賛
成
多
数
で
可
決

 

条
例
制
定
（
議
員
提
案
）

議
会
議
員
定
数
条
例

＊
議
員
定
数
を
２
人
減
の
１８
人

と
す
る
。

　
平
成
２０
年
１２
月
の
第
１８
回
定

例
会
に
お
い
て
議
員
提
案
さ
れ
、

議
会
運
営
委
員
会
に
付
託
さ
れ

て
い
た
議
員
定
数
を
１６
人
と
す

る
議
案
に
つ
い
て
、
議
会
運
営

委
員
会
は
１６
人
を
１８
人
に
修
正

し
て
提
案
。

議
会
運
営
委
員
会
報
告
を
参
照

（
↓
Ｐ
９
）

反
対
討
論

　
議
員
定
数
が
１６
人
と
な
れ
ば
、

議
員
の
資
質
向
上
と
議
会
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
。
財
政
健
全

化
と
行
政
の
合
理
化
、
職
員
の

人
件
費
削
減
を
図
る
の
な
ら
、

議
員
自
ら
が
率
先
し
て
行
う
べ

き
だ
。
ま
た
、
人
口
に
対
す
る

議
員
定
数
の
割
合
が
近
隣
市
と

比
較
し
て
高
い
。
市
民
の
総
意

は
、
１６
人
で
あ
る
た
め
修
正
案

に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　
市
民
感
情
や
、
社
会
的
な
流

れ
、
行
財
政
改
革
や
議
会
改
革

か
ら
し
て
も
議
員
定
数
削
減
は

必
要
と
考
え
る
。
し
か
し
、
合

併
後
の
課
題
も
山
積
し
て
お
り
、

大
幅
な
削
減
は
時
期
尚
早
で
あ

る
。
今
回
は
２
人
減
が
妥
当
と

考
え
賛
成
す
る
。

賛
成
多
数
で
　
　
　
　
　
　

　
　
　
修
正
案
の
と
お
り
可
決

　
契
　
約

消
防
緊
急
通
信
指
令
施
設
（
指

令
装
置
）
購
入
の
件

　
平
成
４
年
に
設
置
し
た
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
機
器
の
老
朽
化
に
伴

い
、
シ
ス
テ
ム
機
器
の
更
新
を

図
る
。

購
入
予
定
金
額

　
３
３
７
０
万
５
０
０
０
円

契
約
の
相
手
方

（
株
）
富
士
通
ゼ
ネ
ラ
ル
　

近
畿
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

営
業
部

全
会
一
致
で
可
決

　
人
　
事
　
案
　
件

固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
同
意

中
村
　
勇
氏（
加
東
市
総
務
部
長
）

加
東
市
上
三
草

２加東市 議会だより Ｎｏ.１０

　
第
２２
回
加
東
市
議
会
定
例
会
は
、
６
月
４
日
に
招
集
さ
れ
２３
日
ま
で
の
２０
日
間
の
会
期
で

開
会
し
た
。
市
長
か
ら
報
告
４
件
、
条
例
改
正
３
件
、
一
般
会
計
補
正
予
算
、
人
事
案
件
、

契
約
の
１０
議
案
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

　
議
会
運
営
委
員
会
で
継
続
審
査
中
で
あ
っ
た
議
員
定
数
条
例
の
制
定
を
修
正
可
決
し
た
。

ま
た
、
１０
人
の
委
員
で
構
成
す
る
庁
舎
整
備
等
検
討
特
別
委
員
会
を
新
た
に
設
置
。
１５
日
の

一
般
質
問
で
は
、
１２
人
の
議
員
が
市
政
に
つ
い
て
当
局
の
考
え
を
た
だ
し
た
。

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

議
会
運
営
委
員
会
報
告
（
修
正
案
）
に
対
す
る



＊国の補正予算で可決された「経済危機対策」に対応する市の第一次対策�
＊国からの補助金、交付金及び合併特例債（１８,８００千円）を活用し一般財源からの支出はない�

主な事業�

庁用バス（３５人乗り）の買い替え
新型インフルエンザ対策備品等の購入
カーブミラー・防犯灯の新設工事
滝野福祉センターの浴場改修他
子宮頸がん・乳がん検診無料クーポン券の配布

「喜田橋」、「北浦橋」補修工事、市道舗装新設・舗装打ち替え工事
太陽光発電施設設置設計監理費（滝野南小・社幼稚園）
教育用パソコン購入費（鴨川小・東条東小・東条西小他）
給食配送車、調理機器購入費　

補正額� ２８７,０４８千円　　補正後の額  １７,０６７,０４８千円

平成２１年度   一般会計補正予算（１号）

２５,４８８千円
２７,５４０千円
２,２１１千円
４，０２１千円

１３，４８１千円
９０,０６０千円
５,０００千円

 ７８,２６７千円
２３，４４７千円

　
第
２１
回
加
東
市
議
会
臨
時
会

を
５
月
２８
日
に
開
会
し
、
市
長

か
ら
条
例
改
正
３
件
が
提
案
さ

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
し
た
。
ま
た
、
議
会
運
営

委
員
会
で
継
続
審
査
と
な
っ
て

い
た
請
願
１
件
に
つ
い
て
は
、

一
部
採
択
と
な
り
、
議
会
運
営

委
員
会
提
案
の
条
例
改
正
１
件

に
つ
い
て
は
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
た
。

　
条
例
改
正

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例

　
　
　
　
　
全
会
一
致
で
可
決

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の

の
給
与
に
関
す
る
条
例

全
会
一
致
で
可
決

教
育
長
の
給
与
、
旅
費
等
に
関

す
る
条
例

賛
成
多
数
で
可
決

　
平
成
２１
年
５
月
１
日
に
な
さ

れ
た
人
事
院
勧
告
は
、
現
下
の

社
会
経
済
情
勢
等
を
か
ん
が
み

本
年
６
月
の
期
末
・
勤
勉
手
当

の
一
部
を
暫
定
的
に
減
額
す
る

措
置
を
講
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

よ
っ
て
、
国
の
取
り
扱
い
を
基

本
と
し
て
、
一
般
職
の
職
員
の

期
末
・
勤
勉
手
当
を
０
・
２
月

分
、
市
長
、
副
市
長
、
教
育
長

の
期
末
手
当
を
０
・
１
７
５
月

分
引
き
下
げ
る
も
の
。

　
　
県
に
お
い
て
は
今
回
の
臨

時
の
勧
告
を
見
送
ら
れ
た
が
、

県
の
人
事
委
員
会
を
参
考
に
し

な
か
っ
た
の
か
。

　
　
県
は
現
在
、
給
与
等
の
一

律
減
額
を
実
施
さ
れ
て
お
り
、

今
回
の
期
末
手
当
の
減
額
は
見

送
り
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
職
員
組
合
と
の
交
渉
は
事

前
に
さ
れ
た
の
か
。

　
　
今
回
の
人
事
院
勧
告
に
つ

い
て
は
、
や
む
を
得
な
い
と
し

て
妥
結
し
て
い
る
。

　
　
子
育
て
に
費
用
が
か
か
る

若
い
職
員
に
一
定
の
配
慮
は
し

た
の
か
。

　
　
勧
告
ど
お
り
で
あ
り
、
配

慮
は
し
て
い
な
い
。

　
　
削
減
と
な
っ
た
予
算
は
ど

う
取
り
扱
う
の
か
。

　
　
施
策
や
財
源
の
充
当
先
を

考
え
て
い
く
。

議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
、

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

（
議
会
運
営
委
員
会
提
案
）

　
市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
と

同
様
に
期
末
手
当
を
０
・
１
７

５
月
分
引
き
下
げ
る
も
の
。

全
会
一
致
で
可
決

　
請

願

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ

す
請
願

①
本
会
議
及
び
委
員
会
の
ケ
ー

　
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
の
完
全
中
継

　
を
行
う
こ
と
。

②
事
後
の
検
索
し
や
す
い
イ
ン

　
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
映
を
実
現
す

　
る
こ
と
。

③
委
員
会
の
会
議
録
・
会
議
資

　
料
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ

　
ッ
ト
上
で
公
開
す
る
こ
と
。

議
会
運
営
委
員
会
報
告
を
参
照

（
↓
Ｐ
９
）

賛
成
討
論

　
本
会
議
に
つ
い
て
は
、
現
在

撮
影
し
て
お
り
、
映
像
を
放
映

す
る
リ
ス
ク
は
な
く
、
や
れ
る

こ
と
か
ら
や
る
と
い
う
姿
勢
が

全
く
感
じ
ら
れ
な
い
。
議
会
の

あ
り
方
を
市
民
の
目
線
で
見
て

も
ら
う
こ
と
は
当
た
り
前
の
事

で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
項
目
に

つ
い
て
採
択
す
べ
き
と
考
え
賛

成
す
る
。

反
対
討
論

　
請
願
の
趣
旨
に
は
賛
成
す
る

が
、
①
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
の

完
全
中
継
に
つ
い
て
は
人
材
が

必
要
と
な
り
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
も
か
か
っ
て
く
る
た
め
、

今
後
の
課
題
と
考
え
る
。
②
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
映
に
つ
い
て

は
、
簡
易
な
も
の
で
も
１
０
０

万
円
程
度
必
要
で
あ
り
、
費
用

対
効
果
も
考
え
、
議
会
改
革
の

一
環
と
し
て
検
討
す
べ
き
で
あ

る
。
③
委
員
会
の
会
議
録
・
会

議
資
料
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
公
開
に
つ
い
て
は
、
公
開
す

べ
き
で
あ
り
、
③
の
み
採
択
と

す
べ
き
と
考
え
反
対
す
る
。

　
賛
成
多
数
で
一
部
採
択

（
③
の
み
採
択
）

３ 加東市 議会だより Ｎｏ.１０

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

庁
舎
整
備
等
検
討
特
別
委
員
会
を
設
置

庁
舎
整
備
等
検
討
特
別
委
員
会
を
設
置

庁
舎
整
備
等
検
討
特
別
委
員
会
を
設
置

委
　
員
　
　
山
本
通
廣

委
　
員
　
　
桑
村
繁
則

委
　
員
　
　
　
野
　
奨

委
　
員
　
　
藤
原
文
悟

委
　
員
　
　
藤
尾
　
潔

犲犲犲犲羽

委
員
長
　
　
丸
山
武
彦

副
委
員
長
　
小
紫
泰
良

委
　
員
　
　
上
月
　
清

委
　
員
　
　
橋
本
嘉
郎

委
　
員
　
　
井
上
茂
和

差　額
期　末　手　当

現　行
2,297,125
1,832,812
1,600,656

784,141

改正後
2,107,950
1,681,875
1,468,837

710,985

189,175 
150,937 
131,819 

73,156 

-8.24% 
-8.24% 
-8.24% 

-9.33% 

471,931

40,016,000

比　率 削 減 総 額

（単位：円）

956,250
807,500

743,750

議　　　長
副　議　長
議　　　員

877,500
741,000

682,500

78,750
66,500

61,250

-8.24% 
-8.24% 

-8.24% 
1,247,750

市　　　長
副　市　長
教　育　長
一 般 職 員

（平均 44.8 歳）

（1 名当たり）

6 月 期  期 末 手 当 削 減 比 較 表

5
月
臨
時
会

庁
舎
整
備
等
に
か
か
わ
る
調
査
・
研
究
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
特
別
委
員
会
を
設
置



※特産館、コンビニはレジ回数、レストランは実客数

■会社の概況■
(1) 発行済み株式の総数　 400株
(2) 株主数�       　　　6
(3) 株主と出資状況

４加東市 議会だより Ｎｏ.１０

 報　告� 

(株)夢街人とうじょうの経営状況
　道の駅とうじょうの指定管理者となって
いる「（株）夢街人とうじょう」の経営状況
について報告を受けた。

報
　
告�  

(

財)
加
東
文
化
振
興
財
団
の
経
営
状
況�             

　（
財
）
加
東
文
化
振
興
財
団
が
指
定
管
理
者
と
な
り
運
営
を
行
っ
て
い
る
「
や
し
ろ
国
際
学
習
塾
」

「
滝
野
文
化
会
館
」「
東
条
文
化
会
館
」
の
決
算
報
告
と
事
業
状
況
の
説
明
を
受
け
た
。

収支計算書
平成20年4月1日から平成21年3月31日まで

損 益 計 算 書
平成20年4月1日から平成21年3月31日まで

■施設の利用状況■ 

科　　　　　　目 決 算 額 備　　　　考

Ⅰ　収入の部
　1 基本財産運用収入
　2 特定資産運用収入
　3 会費収入
　4 事業収入
　　　自主事業収入
　　　施設管理運営受託事業収入
　　　文化事業開催受託事業収入
　　　受講料収入
　　　参加費等その他事業収入
　5 補助金等収入
　6 雑収入
　当期収入合計（A） 
　前期繰越収支差額
　収入合計（B） 
Ⅱ　支出の部
　1 イベント・セミナー等の開催事業費支出
　2 施設管理運営受託事業費支出
　3 管理費支出
　当期支出合計（C）
　当期収支差額（A）－（C）
　次期繰越収支差額（B）－（C） 

LOCメイト会員収入�         

チケット売上収入
3館の指定管理料収入（市より）
文化事業開催委託料（市より）
音楽教室・バレエ受講料
木管コンクール参加費
木管コンクール協賛金

イベント・セミナー等開催事業費支出
人件費・光熱水費他
理事会等運営費

�    
8,275,272
140,085
907,500

140,286,852
10,115,300
90,077,522
28,000,000
7,024,030
5,070,000
429,265
406,640

150,445,614
7,293,751

157,739,365
 

56,916,095
90,077,522
318,703

147,312,320
3,133,294
10,427,045

施　設　名

やしろ国際学習塾
滝 野 文 化 会 館
東 条 文 化 会 館

使用日数（回） 利用者数（人）
664（663）
574（578）
534（667）

28,978（30,256）
29,201（30,443）
20,349（19,873）

■平成20年度利用状況■ 
施　設　名 利用者数（人）

科　　　　目

【売　　上　　高】

【売　上　原　価】

　 期 首 棚 卸 高

　 仕 　 入 　 高

　 合 　 　 　 計

　 期 末 棚 卸 高

　　　　売 上 総 利 益

【販売費及び一般管理費】

　　　　営　業　利　益

【営　業　外　収　益】

　　受　取　利　息

　　その他営業外収益

　　雑　　収　　入

【営　業　外　費　用】

　　支払利息・割引料

　　その他営業外費用

　　雑　　損　　失

　　　　経　常　利　益

　　　　税引前当期純利益

　　　　法人税等充当額

　　　　当 期 純 利 益

2,424,257

121,476,294

123,900,551

2,742,337

171,875

9,524

480,014

14,489

150,000

25,494

178,102,723

121,158,214

56,944,509

52,777,771

4,166,738

661,413

189,983

4,638,168

4,638,168

1,554,675

3,083,493

金　　　　額

(単位：円)

（　）は昨年度値

(単位：円)

特　産　館

レストラン

コ ン ビ ニ

合　　　計

68,952

61,305�

199,180�

329,437

（  68,123）

（  58,444）

（196,936）

（323,503）

株　主　名
持 株 数 持 株 比 率

出　資　状　況

加 東 市 �       

加 東 市 商 工 会 �       

みのり農業協同組合�       

兵庫県釣針協同組合�       

東 条 農 業 者 連 合 �       

有機栽培コスモス会

200   

40   

100   

20   

20   

20

50.0% 

10.0%

25.0%

5.0%   

5.0%   

5.0%

（前年比 101.8％)

（　）は昨年度値

(平成21年3月31日現在)



一 般 質 問

にしわき市民生活応援券チラシ

純米吟醸酒「伝の助」

JAみのり東条育苗センター

５ 加東市 議会だより Ｎｏ.１０

問答問答 地
域
の
活
性
化
と
生
活
応
援
の

　
　
　
　
　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
つ
い
て

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

磯
貝 

邦
夫

市
長
就
任
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
１０
項
目
の

　
　
　
　
　
　
　
検
証
と
評
価
に
つ
い
て

小
紫 

泰
良

松
本
　
学

問答問答

問答

　
　
地
域
経
済
の
活
性
化
と
生
活
応
援
の
視
点
か
ら
、

景
気
低
迷
の
と
き
こ
そ
、
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対

策
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発

行
に
つ
い
て
、
加
東
市
商
工
会
と
連
携
す
べ
き
と
考
え

る
が
見
解
を
問
う
。

　
　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
に
つ
い
て
は
、
商
工

会
と
と
も
に
研
究
・
協
議
を
重
ね
て
お
り
、
商
工
会
が

中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
８
月
中
に
発

行
総
額
や
プ
レ
ミ
ア
ム
率
等
の
詳
細
を
決
定
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

方
針
管
理
に
つ
い
て

　
　
各
課
の
窓
口
対
応
、
報
告
、
連
絡
、
相
談
、
確
認
、

伝
達
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
今
後
さ
ら
に
職
員
に
周
知
徹
底
を
図
り
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
声
に
対
し
て
ど
う
回
答
し
た
か
が
検
索
で
き

る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
確
立
さ
せ
た
い
。

　
市
民
か
ら
の
要
望
、

申
し
入
れ
に
対
し
て
は
、

確
実
に
回
答
す
る
体
制

の
徹
底
を
図
り
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

□
自
治
基
本
条
例
の
制

　
定
に
つ
い
て

　
　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
対
応
と
影
響
、
今
後
の

対
策
は
ど
う
か
。

　
　
加
東
市
で
は
、
５
日
間
の
学
校
・
園
の
休
校
（
園
）

と
修
学
旅
行
の
延
期
、
花
き
盆
栽
展
、
消
防
操
法
大
会

が
中
止
に
な
る
な
ど
の
影
響
が
あ
っ
た
。

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
危
機
管
理
対
策
の
う
ち

市
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
防
護
服
等
の
備
蓄
、

発
生
に
備
え
た
体
制
整
備
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
、
情
報

の
収
集
・
提
供
、
相
談
窓
口
の
設
置
、
県
が
実
施
す
る

疫
学
調
査
等
へ
の
協
力
、
消
毒
活
動
、
社
会
的
弱
者
・

在
宅
患
者
の
支
援
等
の
円
滑
実
施
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
ず
、
必
要
と
な
る
消
毒
薬
や
マ
ス
ク
、
体
温
計
、

防
護
服
と
い
っ
た
感
染
予
防
の
た
め
の
器
材
や
非
常
食
、

発
熱
外
来
設
置
の
た
め
の
必
要
品
な
ど
の
備
蓄
を
早
急

に
進
め
て
い
く
。

山
田
錦
と
日
本
酒
販
売
拡
大
に
つ
い
て

　
　
山
田
錦
の
販
売
拡
大
策
で
、
加
東
市
の
産
地
名
表

記
を
奨
励
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
Ｊ
Ａ
み
の
り
を
通
じ
て
、
酒
造
メ
ー
カ
ー
に
加
東

市
の
産
地
名
表
記
を
お

願
い
し
て
い
る
が
、
大

手
メ
ー
カ
ー
で
は
ま
ず

難
し
い
。
ま
た
、
平
成

１８
年
よ
り
原
材
料
の
表

示
方
法
が
厳
し
く
な
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
表
示

で
き
る
銘
柄
も
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
。

　
　
市
長
就
任
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
１０
項
目
の
検
証
と
評

価
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
市
長
就
任
時
に
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
課
題
は
、

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
は
あ
げ
て
い
な
か
っ
た
。
ハ
ー
ド
事

業
（
有
線
テ
レ
ビ
事
業
）
は
す
ぐ
に
実
施
し
た
実
績
も

あ
る
。
実
施
事
業
の
許
容
量
の
範
囲
は
、
そ
の
事
業
の

一
つ
一
つ
の
と
ら
え
方
の
中
で
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

合
併
特
例
債
や
補
助
金
を
活
用
し
、
何
も
か
も
事
業
を

実
施
す
る
の
で
は
な
く
、
加
東
市
の
こ
れ
か
ら
の
発
展

を
勘
案
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
こ
の
４
年
間

の
中
で
の
評
価
と
い
う
よ
り
も
、
長
い
目
で
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
。
礎
づ
く
り
は
３
年
と
と
ら
え
、
議
員
か

ら
の
提
案
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
全
域
の
充
実
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

□
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

　
よ
る
小
・
中
学
校
休
校
７

　
日
間
の
補
充
授
業
対
策
に

　
つ
い
て

□
農
家
不
在
で
Ｊ
Ａ
み
の
り

　
東
条
育
苗
セ
ン
タ
ー
移
転

　
計
画
が
進
行
し
て
い
る
。

　
加
東
市
行
政
は
、
農
業
振

　
興
政
策
上
、
現
状
維
持
の

　
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る

　
べ
き
で
な
い
か



防犯啓発チラシ

６加東市 議会だより Ｎｏ.１０

長
谷
川
勝
己

問答

上
月
　
清

母
子
家
庭
だ
け
で
な
く
、父
子
家
庭
に
も

　
市
独
自
の
支
援
手
当
制
度
の
設
置
に
つ
い
て

虐
待
か
ら
守
ら
な
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
な
ら
な
い
子
ど
も
の
命

小
・
中
学
校
の
不
登
校
解
消
対
策
を
問
う

問答

問答

　
　
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
親
の
エ
ゴ
に
よ
る
虐
待

が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
近
隣
市
で
も
国
の
宝
で
あ
る
子

ど
も
の
命
が
奪
わ
れ
る
事
件
が
起
き
て
い
る
。

　
経
済
不
況
に
よ
る
社
会
不
安
、
子
育
て
、
介
護
の
疲

れ
な
ど
家
庭
の
事
情
に
よ
り
犠
牲
に
な
る
子
ど
も
は
本

当
に
か
わ
い
そ
う
で
あ
る
。
大
切
な
子
ど
も
の
命
と
未

来
を
保
障
し
、
守
り
育
て
る
の
が
親
と
地
域
社
会
の
重

要
な
課
題
で
あ
る
。

　
加
東
市
で
は
虐
待
や
養
育
放
棄
な
ど
、
子
ど
も
の
権

利
が
侵
害
さ
れ
る
問
題
の
把
握
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し

て
い
る
の
か
。

　
　
保
育
園
、
学
校
、
民
生
委
員
、
そ
し
て
住
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
通
報
や
本
人
、
家
族
か
ら
の
悩
み
相
談
や

通
報
な
ど
で
把
握
し
て
い
る
。
な
お
、
重
要
案
件
に
つ

い
て
は
、
兵
庫
県
中
央
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
と
連
携

を
と
り
対
応
し
て
い
る
。
平
成
２０
年
度
で
は
市
の
窓
口

へ
の
通
報
や
相
談
が
４１
件
寄
せ
ら
れ
た
が
、
重
大
な
案

件
は
な
か
っ
た
。

　
ま
た
、
市
で
は
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
」
を

実
施
し
て
お
り
、
専
門
の
保
健
師
が
生
後
４
カ
月
の
乳

児
が
い
る
家
庭
を
訪
問
し
、

虐
待
に
発
展
し
か
ね
な
い

育
児
不
安
や
養
育
困
難
な

ど
の
問
題
解
決
に
向
け
て

の
相
談
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

□
市
の
公
用
車
の
効
率
化

　
と
削
減
に
つ
い
て

　
　
不
登
校
生
の
全
国
平
均
は
、
２
・
８
％
と
な
っ
て

い
る
。
加
東
市
で
の
中
学
生
の
割
合
は
２
・
３
％
で
、

近
隣
の
他
市
町
も
２
・
０
〜
２
・
７
％
と
な
っ
て
お
り
、

中
学
生
に
な
る
と
急
激
に
増
え
て
い
る
。

　
加
東
市
学
校
教
育
の
基
本
方
針
の
項
目
に
不
登
校
「
ゼ

ロ
」
作
戦
の
文
言
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。
不
登
校
の
要
因
分
析
と
、
解
消
に
向
け
た
取

り
組
み
を
聞
く
。

　
　
不
登
校
は
、
進
路
な
ど
そ
の
子
ど
も
の
一
生
に
か

か
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
。
不
登
校
の
原

因
は
、
体
調
不
調
や
不
安
を
中
心
と
し
た
情
緒
的
な
混

乱
に
よ
っ
て
登
校
で
き
な
い
ケ
ー
ス
や
無
気
力
な
ど
本

人
に
か
か
わ
る
問
題
も
多
く
占
め
て
い
る
。

　
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
円
滑
な
移
行
が
大
き
な
課

題
と
と
ら
え
、
早
期
発
見
に
よ
る
問
題
解
決
に
努
め
て

い
る
。
学
校
だ
け
で
は
な
く
、
家
庭
に
お
い
て
も
基
本

的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
親
が
子
ど
も
た
ち

に
生
き
る
自
信
と
な
る
姿
を
見
せ
る
必
要
が
あ
る
。
家

庭
、
地
域
と
も
連
携
を
図
り
、
不
登
校
生
が
「
ゼ
ロ
」

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
努
力
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

□
ま
ち
づ
く
り
の
防

　
犯
に
つ
い
て
の
抑

　
止
策
を
問
う

　
　
大
不
況
の
中
、
市
民
は
厳
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ

て
お
り
、
特
に
子
育
て
中
の
家
庭
は
影
響
が
大
き
い
。

　
母
子
家
庭
に
は
児
童
扶
養
手
当
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
手

当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
が
、
父
子
家
庭
は
対
象
外
と
な

っ
て
い
る
。

　
２
月
末
現
在
で
、
全
国
の
１
割
の
自
治
体
が
父
子
家

庭
に
も
独
自
の
経
済
支
援
措
置
を
実
施
し
て
い
る
が
、

加
東
市
で
も
同
じ
よ
う
な
制
度
の
設
置
を
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

　
　
母
子
家
庭
に
は
所
得
制
限
等
の
要
件
は
あ
る
が
、

国
の
制
度
で
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

　
加
東
市
で
は
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、
母
（
祖
父

母
）
子
を
対
象
に
し
た
母
子
等
福
祉
年
金
の
支
給
を
行

っ
て
き
た
が
、
社
会
の
変
化
と
と
も
に
、
そ
の
状
況
も

随
分
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

　
母
子
家
庭
で
も
父
子
家
庭
で
も
悩
み
な
ど
は
同
じ
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
厳
し
い
時
代
で
も
あ
り
、
母
子

等
福
祉
年
金
の
中
で
対
応
す
る

の
か
、
別
の
制
度
で
対
応
す
る

の
か
な
ど
早
急
に
検
討
し
、
年

内
に
結
論
を
出
し
た
い
。

橋
本 

嘉
郎



設置されている住宅用太陽光発電システム

土地利用規制状況図（沢部地区）

市立三草保育園

７ 加東市 議会だより Ｎｏ.１０

問答問答 加
東
市
の
保
育
園
運
営
に
つ
い
て桑

村 

繁
則

特
別
指
定
区
域
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

住
宅
用
太
陽
光
発
電

　
　
設
置
補
助
金
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

藤
原 

文
悟

藤
尾
　
潔

問答

問問 答答

　
　
加
東
市
立
保
育
園
運
営
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
の

提
言
書
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
民
営
化
等
の
今
後
の
目
指
す
方
向
性
を
問
う
。

　
　
提
言
書
は
一
つ
の
方
向
性
で
あ
り
、
尊
重
す
る
。

民
営
化
に
つ
い
て
は
、
今
す
ぐ
に
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
提
言
を
尊
重
し
つ
つ
、
時
代
の
流
れ
、
情
勢
を
見

据
え
な
が
ら
広
く
意
見
を
聞
き
、
検
討
を
加
え
て
い
き

た
い
。

消
防
・
救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て

　
　
加
東
市
民
病
院
が
救
急
当
番
時
に
は
、
事
務
対
応

だ
け
で
は
な
く
、
医
師
の
対
応
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
救
急
搬
送
に
つ
い
て
は
、
救
急
隊
長
が
近
隣
医
療

機
関
の
診
療
科
目
を
把
握
し
て
お
り
、
現
地
到
着
と
同

時
に
患
者
の
状
態
を
直
接
医
療
機
関
に
連
絡
し
、
収
容

の
可
否
を
決
定
し
て
い
る
。
加
東
市
民
病
院
で
は
、
救

急
隊
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、
午
後
５
時
か

ら
午
後
１０
時
ま
で
は
極

力
看
護
師
で
対
応
し
て

い
る
が
、
診
察
の
必
要

の
有
無
は
医
師
が
判
断

し
て
い
る
。

　
今
後
、
救
急
病
院
と

し
て
患
者
の
状
況
等
を

さ
ら
に
詳
し
く
聞
き
、

判
断
で
き
る
体
制
を
整

え
た
い
。

　
　
環
境
問
題
、
中
で
も
地
球
温
暖
化
防
止
が
国
際
的

緊
急
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
国
で
は
低
炭
素
社
会
づ

く
り
の
た
め
、
一
般
住
宅
へ
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
に
対
し
、
補
助
金
制
度
（
１
ｋｗ
当
た
り
７
万
円
）

を
設
け
設
置
の
普
及
を
図
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
国
の
補
助
制
度
と
併
用
可
能
と
し
て
４
０
０

余
り
の
自
治
体
（
兵
庫
県
下
で
は
７
市
町
）
が
独
自
の

補
助
制
度
を
設
け
て
い
る
。

　
加
東
市
で
も
環
境
基
本
条
例
が
施
行
さ
れ
、
こ
れ
か

ら
環
境
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
る
が
、
環
境
行
政
、
地

球
温
暖
化
防
止
対
策
へ
の
積
極
的
、
か
つ
具
体
的
な
取

り
組
み
事
業
と
し
て
加
東
市
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
設
置
補
助
金
制
度
を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
太
陽
光
発
電
の
設
置
は
市
と
し
て
も
大
切
な
も
の

と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。
今
年
度
か
ら
環
境
基
本
計
画

を
策
定
す
る
が
、
協
議
の
中
で
市
民
の
方
々
の
意
見
を

伺
い
、
既
に
設
置
さ
れ
た
方
々
へ
の
対
応
の
問
題
も
含

め
、
補
助
金
制
度
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
は
十
分
協
議

い
た
だ
き
、
市
と
し

て
の
方
向
性
を
定
め

た
い
。

そ
の
他
の
質
問

□
鳥
獣
被
害
防
止
計

　
画
の
策
定
に
つ
い

　
て

　
　
市
街
化
調
整
区
域
の
地
域
活
力
維
持
の
た
め
に
も
、

特
別
指
定
区
域
制
度
の
積
極
的
な
導
入
に
よ
る
規
制
緩

和
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
。

　
　
地
縁
者
の
住
宅
区
域
に
つ
い
て
は
、
今
秋
に
県
の

開
発
審
査
会
を
経
て
告
示
さ
れ
、
一
連
の
手
続
き
が
終

了
す
る
予
定
で
あ
る
。
そ
の
後
、
広
報
紙
や
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
で
住
民
へ
の
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

　
工
場
拡
張
な
ど
の
目
的
型
特
別
指
定
区
域
に
つ
い
て

も
、
住
民
等
の
意
向
を
聞
き
な
が
ら
手
続
き
に
取
り
組

み
た
い
と
考
え
る
。

選
挙
公
営
に
つ
い
て

　
　
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
の
公
営
に
つ
い
て
、
市

の
行
財
政
改
革
大
綱
集
中
改
革
プ
ラ
ン
で
は
存
廃
も
含

め
て
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
思
う
が
、
検
討

状
況
は
。
ま
た
、
前
回
の
実
績
も
合
わ
せ
て
問
う
。

　
　
前
回
の
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
で
は
、
ポ
ス
タ

ー
に
つ
い
て
公
費
負
担
の
申
請
が
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、

１
枚
あ
た
り
の
最
低
は

３
６
０
円
、
最
高
は
１

９
６
３
円
５０
銭
で
あ
っ

た
。

　
市
長
選
挙
の
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
の
公
費
負
担
が

可
能
に
な
る
な
ど
の
状

況
変
化
も
あ
り
、
選
挙

公
営
制
度
の
趣
旨
を
尊

重
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。



介護保険パンフレット

東条庁舎での打ち水

調 整 水 田

８加東市 議会だより Ｎｏ.１０

村
岡
　
実

問答問答

小
川 

忠
市

加
東
市
に
お
け
る
公
害
行
政
に
つ
い
て

加
東
市
の
ク
ー
ル
ア
ー
ス
・
デ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

取
り
組
み
に
つ
い
て

認
知
症
高
齢
者
に
対
す
る
施
策
に
つ
い
て

問答

問答

　
　
今
後
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
認
知
症
高
齢
者
に
対
す

る
ケ
ア
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
状
況
と
対
応
策
は
。
　

　
ま
た
、
地
域
で
支
え
あ
う
観
点
か
ら
「
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
」
を
養
成
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
　

　
　「
認
知
症
ケ
ア
な
ん
で
も
相
談
」
等
で
本
人
や
家

族
へ
の
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
気
に
な
る
高

齢
者
の
把
握
や
情
報
収
集
の
た
め
、
相
談
協
力
員
や
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
中
心
に
「
要
援
護
者
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
地
域
ケ
ア
ホ
ッ
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
等
を
活
用
し
、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
啓
発
・

養
成
に
積
極
的
に
努
め
て
い
く
。

介
護
認
定
の
判
定
基
準
見
直
し
の
影
響
に
つ
い
て

　
　
要
介
護
認
定
の
判
定
基
準
が
見
直
さ
れ
た
が
、
介

護
保
険
利
用
者
や
そ
の
家
族
に
影
響
は
な
い
か
。

　
　
市
と
し
て
は
、
新
判
定
基
準
で
除
外
さ
れ
た
項
目

に
対
す
る
影
響
の
把
握
は
困
難
で
あ
り
、
除
外
さ
れ
た

項
目
に
つ
い
て
は
、
調

査
票
の
特
記
事
項
欄
に

そ
の
状
態
を
記
入
す
る

こ
と
に
よ
り
反
映
さ
せ

て
い
る
。

　
ま
た
、
国
の
経
過
措

置
と
し
て
、
今
回
更
新

の
認
定
期
間
中
、
申
請

に
よ
り
前
回
の
介
護
度

を
選
べ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
昨
年
、
地
球
環
境
の
大
切
さ
を
国
民
全
体
で
再
確

認
し
、
低
炭
素
化
社
会
の
歩
み
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、

家
庭
や
職
場
に
お
け
る
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
の

日
と
し
て
、
毎
年
７
月
７
日
を
ク
ー
ル
ア
ー
ス
・
デ
ー

と
提
唱
さ
れ
た
が
、
環
境
省
か
ら
具
体
的
な
取
り
組
み

の
伝
達
は
な
か
っ
た
の
か
。
伝
達
が
あ
っ
た
の
で
あ
れ

ば
、
な
ぜ
、
打
ち
水
だ
け
だ
っ
た
の
か
、
今
年
の
具
体

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
昨
年
度
は
環
境
省
地
球
環
境
局
長
か
ら
の
依
頼
に

よ
り
、
県
か
ら
６
月
上
旬
に
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め

の
Ｃ
Ｏ２
削
減
、
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

に
つ
い
て
の
協
力
依
頼
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
市
の
施

設
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
た
施
設
が
大
変
少
な
く
、
見
送

っ
た
。

　
本
年
度
の
取
り
組
み
は
、
７
月
７
日
の
午
後
８
時
か

ら
午
後
１０
時
の
間
、
全
庁
舎
の
消
灯
や
公
共
施
設
の
ラ

イ
ト
ダ
ウ
ン
を
徹
底
す
る
。
ま
た
、
大
手
企
業
や
大
規

模
店
舗
な
ど
を
中
心
に
、
７
月
７
日
を
メ
イ
ン
に
消
灯

や
減
灯
、
７
月
１
日

か
ら
７
月
７
日
ま
で

玄
関
先
や
施
設
内
で

の
打
ち
水
を
行
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
呼
び

か
け
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

□
加
東
市
民
病
院
玄

　
関
の
階
段
に
つ
い

　
て

　
　
加
東
市
に
お
け
る
公
害
行
政
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
加
東
市
に
お
け
る
公
害
等
調
査
特
別
委
員
会
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
環
境
基
本
条
例
第
２８
条
に
よ
り
、
加

東
市
環
境
審
議
会
は
市
長
の
諮
問
に
応
じ
、
環
境
の
保

全
と
創
造
に
関
す
る
基
本
的
事
項
及
び
重
要
事
項
を
調

査
、
審
議
し
、
答
申
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
の
加
東
市
環
境
審
議
会
で
対
応
は
可
能
だ
と
思

う
こ
と
か
ら
、
独
自
の
公
害
等
調
査
特
別
委
員
会
の
設

置
は
今
の
と
こ
ろ
必
要
な
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

□
請
願
法
と
社
税
務
署

　
の
対
応
に
つ
い
て

□
加
東
市
に
お
け
る
減

　
反
政
策
の
実
態
に
つ

　
い
て

□
経
済
対
策
と
し
て
の

　
小
規
模
（
修
繕
、
改

　
善
等
）
工
事
契
約
希

　
望
者
登
録
制
度
に
つ

　
い
て

□
優
良
田
園
住
宅
の
建

　
設
の
促
進
に
関
す
る

　
法
律
と
加
東
市
の
取

　
り
組
み
に
つ
い
て

野
　
奨

犲犲犲犲羽



委 員 会 報 告

ケーブルテレビのモニター
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議
会
運
営
委
員
会

　
２
月
２６
日
、
３
月
９
日
、

４
月
２３
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、

継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
請
願

１
件
に
つ
い
て
審
査
を
行
っ
た
。

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ

す
請
願

（
委
員
の
主
な
意
見
）

　
請
願
の
趣
旨
に
は
賛
成
す
る

が
、
①
会
議
及
び
委
員
会
の
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
の
完
全
中
継

に
つ
い
て
は
、
既
に
一
般
質
問

を
放
送
し
て
い
る
中
で
、
技
術

的
な
こ
と
や
、
カ
メ
ラ
の
設
置

の
問
題
、
専
門
の
人
材
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
。

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
生
中

継
を
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
約
１

０
０
０
万
円
の
費
用
が
必
要
で

あ
り
、
現
在
、
庁
舎
整
備
に
つ

い
て
検
討
さ
れ
て
お
り
、
実
施

す
る
の
で
あ
れ
ば
設
備
等
の
設

置
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
活
用

方
法
を
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。

③
委
員
会
の
会
議
録
・
会
議
資

料
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
公
開
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
市
町
が
実

施
し
て
お
り
、
委
員
会
の
会
議

録
も
本
会
議
の
会
議
録
同
様
に

公
開
す
べ
き
で
あ
る
。

　
議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
請

願
項
目
の
う
ち
、
③
委
員
会
の

会
議
録
・
会
議
資
料
に
つ
い
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
す

る
こ
と
の
み
採
択
す
る
こ
と
と

し
、
全
会
一
致
で
一
部
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
２
月
２６
日
、
３
月
９
日
、

４
月
２３
日
、
６
月
１０
日
に
委
員

会
を
開
催
し
、
継
続
審
査
と
な

っ
て
い
た
議
員
定
数
を
１６
人
と

す
る
条
例
制
定
１
件
に
つ
い
て

審
査
を
行
っ
た
。

加
東
市
議
会
議
員
定
数
条
例
の

制
定

（
委
員
の
主
な
意
見
）　

・
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
は

　
っ
き
り
と
し
た
基
準
が
な
い
。

　
今
優
先
し
て
や
る
べ
き
こ
と

　
は
議
員
の
質
や
議
会
の
機
能

　
を
抜
本
的
に
考
え
て
い
く
こ

　
と
で
あ
る
。

・
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
市

　
民
の
声
を
市
政
に
反
映
す
る

　
た
め
に
は
ど
の
程
度
の
人
数

　
が
適
正
で
あ
る
の
か
、
近
隣

　
と
比
較
す
る
の
で
は
な
く
加

　
東
市
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
議

　
論
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で

　
あ
る
。

・
加
東
市
は
合
併
し
て
か
ら
日

　
も
浅
く
、
議
員
定
数
は
在
任

　
特
例
期
間
中
が
４３
人
で
選
挙

　
後
は
２０
人
と
な
っ
た
経
過
が

　
あ
る
。
議
員
と
し
て
民
意
を

　
行
政
に
反
映
す
る
と
い
う
大

　
変
重
要
な
任
務
を
担
っ
て
い

　
る
た
め
定
数
を
減
ら
し
て
い

　
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、
時
期

　
尚
早
で
あ
る
。

・
議
員
定
数
を
１６
人
に
す
る
の

　
で
あ
れ
ば
、
選
挙
区
を
設
定

　
す
る
こ
と
と
一
体
的
に
考
え

　
る
こ
と
が
妥
当
で
は
な
い
か
。

・
議
員
定
数
は
近
隣
の
市
町
が

　
削
減
の
方
向
に
動
い
て
い
る

　
の
は
市
民
も
十
分
承
知
さ
れ

　
て
い
る
。
合
併
し
て
か
ら
日

　
も
浅
く
、
急
激
な
削
減
は
問

　
題
が
あ
る
と
思
い
、
１８
人
、

　
１６
人
と
い
う
よ
う
に
段
階
的

　
に
削
減
し
て
は
ど
う
か
。

　
委
員
か
ら
加
東
市
は
合
併
し

て
か
ら
日
も
浅
く
、
時
代
背
景
、

市
民
の
意
見
等
も
考
慮
し
、
現

議
員
定
数
２０
人
か
ら
２
人
減
の

１８
人
が
妥
当
で
あ
る
と
し
て
、

議
員
定
数
１８
人
と
す
る
修
正
案

が
提
出
さ
れ
、
議
会
運
営
委
員

会
で
は
全
会
一
致
で
修
正
議
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
７
月
１３
日
に
社
福
祉
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
議
会
議
員
と
市

幹
部
職
員
合
同
の
研
修
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　
講
師
に
、
全
国
町
村
議
会
議

長
会
政
務
・
議
事
調
査
部
長
の

岡
本
光
雄
氏
を
招
き
「
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
に
期
待
さ
れ
る
議

会
・
議
員
の
活
躍
」
を
テ
ー
マ

に
講
義
を
受
け
た
。

　「
平
成
の
大
合
併
」
で
議
会

も
様
変
わ
り
し
、
た
く
さ
ん
の

期
待
、
批
判
、
疑
問
に
ど
う
応

え
る
の
か
。
会
議
規
則
や
地
方

自
治
法
の
規
定
や
解
釈
、
改
革

の
視
点
な
ど
、
議
会
が
本
来
あ

る
べ
き
姿
や
運
営
上
の
疑
問
点

や
問
題
点
、
先
進
地
の
事
例
に

よ
る
助
言
や
提
案
を
受
け
た
。



新定リサイクルセンター法面保護工予定地

農道舗装予定箇所

周 辺 環 境 整 備 事 業

実施する事業

農業施設整備 農道舗装

新定リサイクルセンター
周辺整備

法面保護工　Ａ＝ 400 ｍ２

広場舗装工　Ａ＝ 1,160 ｍ２

Ｌ＝ 35 ｍ、Ｗ＝ 4.0 ｍ

アスファルト舗装工
Ｌ＝ 4,550 ｍ 、Ａ＝ 12,040 ｍ２

生活道路延長

生 活 環 境
施 設 整 備

事業の内容

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

【
答
】

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
４
月
１４
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い

て
所
管
事
務
調
査
を
行
っ
た
。

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

　
せ
せ
ら
ぎ
東
条
の
建
設
、
維

持
管
理
な
ら
び
に
そ
れ
ら
に
伴

う
周
辺
整
備
等
に
関
す
る
協
定

の
一
部
を
変
更
す
る
協
定
書

（
案
）
に
つ
い
て
、
説
明
を
受

け
た
。

　
　
協
定
書
（
案
）
の
内
容
の

う
ち
、
東
条
地
域
の
既
存
処
理

施
設
の
排
水
を
せ
せ
ら
ぎ
東
条

へ
つ
な
ぎ
込
む
こ
と
に
つ
い
て

は
、
新
定
地
区
と
の
協
議
は
不

要
で
は
な
い
の
か
。

　
　
兵
庫
県
加
古
川
上
流
浄
化

セ
ン
タ
ー
（
小
野
市
黍
田
町
）

に
つ
い
て
も
、
区
域
拡
大
の
際

に
は
、
協
議
し
、
周
辺
整
備
事

業
を
行
っ
て
い
る
。
　

　
貞
守
地
区
処
理
施
設
を
せ
せ

ら
ぎ
東
条
に
つ
な
ぎ
込
む
こ
と

に
つ
い
て
は
、
新
定
地
区
と
調

整
で
き
て
い
る
が
、
残
り
の
施

設
の
統
合
に
つ
い
て
は
１０
年

以
上
先
で
あ
る
た
め
、
現
段
階

で
は
現
地
区
役
員
と
し
て
判
断

で
き
な
い
と
の
こ
と
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、
協
定
書
（
案
）

に
盛
り
込
む
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。

　
　
貞
守
地
区
処
理
施
設
の
排

水
を
せ
せ
ら
ぎ
東
条
に
つ
な
ぎ

込
む
の
に
当
た
り
、
こ
の
協
定

書
（
案
）
に
基
づ
く
予
算
が
議

会
で
認
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、

ど
う
な
る
の
か
。

　
　
予
算
が
認
め
ら
れ
な
い
場

合
は
、
異
な
る
方
法
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
補
償
内
容
に
つ
い
て
は
、

行
政
と
新
定
地
区
と
協
議
さ
れ
、

決
定
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
よ

い
の
か
。
ま
た
、
地
区
と
の
約

束
は
守
り
た
い
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
た
め
、
議
会
に
提
案
を
早

急
に
さ
れ
た
い
。

　
　
合
意
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

提
案
時
期
に
つ
い
て
は
決
ま
っ

て
い
な
い
。
議
会
に
認
め
て
い

た
だ
く
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。

　
５
月
１４
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
せ
せ
ら
ぎ
東
条
の
建
設
、

維
持
管
理
な
ら
び
に
そ
れ
ら
に

伴
う
周
辺
整
備
等
に
関
す
る
協

定
の
一
部
を
変
更
す
る
協
定
書

（
案
）
に
関
す
る
現
地
調
査
を

行
っ
た
。

　
　
農
道
舗
装
は
新
定
地
内
の

大
谷
だ
け
で
よ
い
の
か
。

　
　
県
営
ほ
場
整
備
事
業
で
で

き
た
農
道
は
舗
装
さ
れ
て
お
り
、

要
望
は
団
体
営
ほ
場
整
備
事
業

で
工
事
を
行
っ
た
大
谷
に
集
中

し
て
い
る
。

　
　
農
道
舗
装
で
抜
け
て
い
る

箇
所
は
な
い
か
。

　
　
時
間
を
か
け
て
、
区
長
、

副
区
長
と
協
議
を
行
っ
て
き
て

い
る
。

　
　
周
辺
環
境
整
備
事
業
の
総

額
は
い
く
ら
か
。

　
　
積
算
で
は
約
５
０
０
０
万

円
と
し
て
い
る
。
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収穫最盛期の滝野なす

◆ 平成 21 年産米の作付計画 ◆

社 地 域

滝野地域

東条地域

合 　 計

水田面積（a）

147,249.8�

36,145.9�

67,548.1�

250,943.8

92,617.9�

21,838.6�

52,378.0�

166,834.5

54,631.9�

14,307.3�

15,170.1�

84,109.3

62.9�

60.4�

77.5�

66.5

配分面積（a）転作面積（a） 作付率（％）

37.1�

39.6�

22.5�

33.5

転作率（％）

平成21年度産地確立交付金等活用計画

使　途

転作作物

転作管理

団地化

高度利用

たきの茄子

加工用米

地域振興作物

その他意欲的な使途

野菜等　基本助成

調整水田

麦・白大豆・黒大豆

レンゲ・飼料作物

麦＋大豆、麦＋コスモス

出荷量（１ｋｇ当たり）

30kg当たり

白大豆

黒大豆

山の芋

景観形成

3,500

0

46,500

10,000

5,000

30

700

12,000

10,000

10,000

5,000

内　容 (10a当たり) 単価（円）

地
域
協
議
会

県
協
議
会

区　　　域

市　街　化　区　域

市 街 化 調 整 区 域

東 条 都 市 計 画 区 域

南山土地区画整理区域

都 市 計 画 区 域 外

総　　　数

確 認 件 数

■平成 20 年度  建築確認申請件数■

110�
75�
32�
33�
10�
260

率

42.3％�
28.9％�
12.3％�
12.7％�
3.8％

100.0％

　
６
月
１２
日
に
委
員
会
を
開

催
し
、
所
管
事
務
調
査
を
行
っ

た
。

減
反
政
策
に
つ
い
て

平
成
２１
年
産
米
加
東
市
米
政
策

改
革
推
進
に
つ
い
て

　
平
成
２０
年
産
米
の
作
付
に
お

い
て
各
地
域
が
作
付
目
標
１
０

０
％
を
推
進
し
た
結
果
、
加
東

市
全
体
の
作
付
率
は
９９
・
９
％

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
よ
っ
て
、
平
成
２１
年
産
米
の

加
東
市
に
お
け
る
生
産
目
標
数

量
の
配
分
に
つ
い
て
は
そ
の
実

績
を
基
礎
と
し
て
、
需
要
量
の

算
定
が
兵
庫
県
の
第
三
者
機
関

的
組
織
で
あ
る
「
兵
庫
県
水
田

農
業
振
興
協
議
会
」
に
お
い
て

行
わ
れ
、
そ
の
算
定
方
針
に
基

づ
き
、
県
知
事
よ
り
需
要
量
の

情
報
通
知
が
あ
っ
た
。

　
各
集
落
へ
の
米
の
需
要
量
の

算
定
に
つ
い
て
は
、
作
付
率
の

低
い
集
落
に
対
し
て
作
付

面
積
を
増
加
さ
せ
、
地
域

農
業
経
営
に
配
慮
し
実
施

す
る
。
　

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
実

施
し
た
集
落
間
調
整
や
担

い
手
へ
の
再
配
分
に
つ
い

て
も
積
極
的
に
行
う
と
の

説
明
を
受
け
た
。

都
市
計
画
に
つ
い
て
　

加
東
市
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

策
定
に
つ
い
て

　
平
成
１８
年
３
月
の
合
併
に
伴

い
、
旧
町
単
位
で
の
住
宅
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
、
加
東
市
と

し
て
の
新
し
い
住
宅
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
と
し
て
策
定
す
る
。

　
本
業
務
は
、
合
併
に
よ
る
生

活
圏
・
市
勢
の
拡
大
、
社
会
経

済
情
勢
や
国
に
お
け
る
住
宅
政

策
の
動
向
等
を
把
握
し
、
住
生

活
基
本
法
に
基
づ
く
兵
庫
県
計

画
と
の
整
合
を
図
り
つ
つ
、
本

市
の
特
性
に
応
じ
た
総
合
的
か

つ
計
画
的
な
住
宅
施
策
を
推
進

す
る
た
め
に
必
要
な
調
査
・
分

析
を
行
い
、
住
生
活
基
本
計
画

を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
公
営

住
宅
の
役
割
を
見
直
し
、
各
団

地
を
長
期
的
に
活
用
し
て
い
く

た
め
の
大
規
模
改
善
や
長
寿
命

化
型
改
善
等
の
具
体
的
方
策
を

検
討
し
、
公
営
住
宅
等
長
寿
命

化
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

　
ま
た
、
特
別
指
定
区
域
、
合

併
後
の
建
築
確
認
申
請
の
現
状

に
つ
い
て
も
説
明
を
受
け
た
。
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社保育園を視察

とどろき荘 大浴場

【
問
】

【
答
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

【
問
】

厚

生

常

任

委

員

会

　
４
月
２０
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
所
管
事
務
調
査
と
し
て
４

施
設
の
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

　
現
地
調
査

◆
東
条
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
と
ど

ろ
き
荘
」

　
施
設
内
部
の
見
学
と
平
成
２０

年
度
決
算
見
込
み
及
び
年
度
別

利
用
状
況
の
報
告
を
受
け
た
。

　
と
ど
ろ
き
荘
は
、
加
東
市
社

会
福
祉
協
議
会
を
指
定
管
理
者

と
し
運
営
し
て
い
る
。
年
間
の

入
浴
利
用
者
は
約
９
万
人
で
あ

る
。
し
か
し
、
市
か
ら
年
間
約

３
０
０
０
万
円
の
補
て
ん
を
受

け
て
い
る
と
の
報
告
を
受
け
た
。

　
　
稼
働
率
向
上
に
向
け
た
Ｐ

Ｒ
方
法
に
つ
い
て
。

　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
チ
ラ

シ
等
を
利
用
し
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

　
　
接
遇
に
つ
い
て
。

　
　
職
員
の
接
遇
研
修
を
年
１

回
実
施
し
て
い
る
。

　
　
運
営
部
門
（
宿
泊
等
）
で

の
採
算
割
れ
の
改
善
策
に
つ
い

て
。

　
　
昼
間
利
用
者
の
充
実
等
を

図
り
、
宿
泊
施
設
に
つ
い
て
は

検
討
す
る
。

◆
社
保
育
園

　
園
の
概
要
と
し
て
、
入
所
定

員
・
保
育
時
間
や
現
在
の
園
児

数
の
内
訳
、
職
員
数
や
勤
務
体

制
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
社
保
育
園
は
、
定
員
１
５
０

人
に
対
し
、
現
在
１
４
２
人
の

園
児
が
通
園
し
て
い
る
。
内
訳

は
、
５
歳
児
３９
名
、
４
歳
児

３１
名
、
３
歳
児
４０
名
、
２
歳
児

１７
名
、
１
歳
児
１２
名
、
０
歳
児

３
名
で
あ
り
、　
そ
の
う
ち
、

発
達
障
害
児
は
、
１１
名
で
あ
る
。

　
園
長
か
ら
は
、
園
の
方
針
と

し
て
、
保
育
方
針
に
沿
っ
て
保

育
し
て
い
る
が
、
乳
幼
児
期
は

情
操
教
育
を
主
と
し
、
人
と
し

て
の
根
っ
こ
を
育
て
る
べ
く
親

や
地
域
と
協
力
し
て
保
育
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
現
在
の
保

育
士
は
１４
名
で
、
職
員
の
健
康

管
理
に
も
留
意
し
つ
つ
、
効
率

的
な
シ
フ
ト
で
運
営
し
て
い
く

と
の
報
告
を
受
け
た
。

◆
社
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル

　
社
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
概

要
説
明
を
受
け
た
。

　
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
を
、「
第

二
の
家
庭
」
と
位
置
づ
け
し
、

温
か
い
見
守
り
に
加
え
て
積
極

的
な
発
達
の
支
援
を
目
指
し
て

い
る
。

　
小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生

ま
で
の
保
育
に
欠
け
る
児
童
を

対
象
と
す
る
が
、
要
件
を
す
べ

て
満
た
し
た
障
害
児
に
つ
い
て

は
、
６
年
生
ま
で
入
所
可
能
と

し
て
い
る
。
現
在
は
、
定
員
８０

名
に
対
し
８２
名
で
あ
る
。

　
職
員
は
、
指
導
員
２
名
、
補

助
員
１０
名
で
対
応
し
て
い
る
。

利
用
時
間
は
、
放
課
後
か
ら
午

後
６
時
ま
で
で
、
午
後
６
時
以

降
は
保
護
者
が
相
互
扶
助
に
よ

り
運
営
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

４
月
か
ら
鴨
川
小
学
校
で
も
開

始
し
、
加
東
市
は
全
小
学
校
区

に
設
置
さ
れ
て
い
る
と
の
報
告

を
受
け
た
。

◆
上
中
埋
立
処
分
地

　
上
中
地
区
に
あ
る
上
中
埋
立

処
分
地
の
概
要
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。

　
受
け
入
れ
で
き
る
廃
棄
物
の

種
類
は
、
社
地
域
内
に
お
い
て

個
人
が
自
ら
の
住
宅
等
の
解
体

に
伴
い
発
生
し
た
不
燃
物
（
瓦
・

れ
き
土
）、
土
砂
、
レ
ン
ガ
、

ブ
ロ
ッ
ク
等
で
、
自
ら
搬
入
す

る
場
合
を
原
則
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
埋
立
容
量
は
約
３
万
７

０
０
０
ｍ３
で
、
今
後
、
約
２
万

ｍ３
の
搬
入
が
可
能
で
あ
り
、
約

１０
年
程
度
は
使
用
で
き
る
と
思

わ
れ
る
。
年
間
搬
入
量
は
平
成

９
年
度
の
２
２
４
４
ｔ
を
ピ
ー

ク
に
平
成
２０
年
度
の
２
３
０
ｔ

と
年
々
減
少
し
て
い
る
。

　
現
在
、
借
地
料
を
年
額
約
１

８
０
万
円
支
払
っ
て
お
り
、
早

期
に
用
地
買
収
計
画
を
立
て
、

借
地
の
解
消
を
す
べ
き
と
の
委

員
か
ら
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
境

界
確
定
の
問
題
が
あ
り
難
し
い

が
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
く
と

の
報
告
を
受
け
た
。

　
６
月
９
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
条

例
改
正
１
件
の
審
査
並
び
に
所

管
事
務
調
査
と
し
て
、
環
境
基

本
計
画
策
定
の
進
捗
状
況
と
市

立
保
育
園
運
営
の
あ
り
方
検
討

委
員
会
の
提
言
に
つ
い
て
調
査

を
行
っ
た
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正

　
加
東
市
に
お
け
る
国
民
健
康

保
険
制
度
の
運
営
の
健
全
化
を

図
る
た
め
、
被
保
険
者
の
急
激

な
負
担
増
と
な
ら
な
い
こ
と
を

考
慮
し
て
の
税
率
の
改
正
と
介

護
納
付
金
課
税
額
の
課
税
限
度

額
に
つ
い
て
改
正
を
行
う
。

　
ま
た
、
平
成
２０
年
度
の
平
均

税
額
を
平
成
２１
年
度
も
維
持
す

る
た
め
、
基
金
を
取
り
崩
し
、

平
成
２０
年
度
繰
越
見
込
額
、
特

別
調
整
交
付
金
、
そ
の
他
繰
入

見
込
額
を
充
当
し
、
新
た
な
負

担
が
生
じ
な
い
対
策
を
と
っ
た

と
の
説
明
を
受
け
た
。
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【
税
率
改
正
の
要
因
】

①
課
税
対
象
者
の
所
得
割
額
、

資
産
割
額
の
低
下

　
平
成
２０
年
度
と
同
程
度
の
負

担
と
す
れ
ば
、
課
税
対
象
者
の

所
得
割
額
と
資
産
割
額
が
低
下

し
て
い
る
た
め
、
約
３
０
０
０

万
円
の
税
収
減
と
な
る
。

②
医
療
費
の
増
加

　
平
成
２１
年
度
か
ら
高
額
医
療

高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
支
給

が
始
ま
る
。
ま
た
、
療
養
給
付

費
も
年
々
増
加
し
て
い
る
が
、

前
年
度
比
１
％
増
と
見
込
ん
だ
。

③
収
納
率
の
低
下

　
比
較
的
収
納
率
が
よ
か
っ
た

後
期
高
齢
者
が
、
長
寿
医
療
制

度
に
移
行
し
た
た
め
収
納
率
が

低
下
し
た
。

④
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
の
増

額　
後
期
高
齢
者
支
援
金
が
平
成

２０
年
度
は
１１
カ
月
で
あ
っ
た
が
、

平
成
２１
年
度
は
１２
カ
月
分
と
な

っ
た
た
め
増
額
と
な
っ
た
。

⑤
介
護
納
付
金
の
減
額

　
平
成
２１
年
度
の
介
護
納
付

金
の
額
が
下
が
り
減
額
と
な
っ

た
。

　
　
基
金
は
緊
急
対
策
用
に
必

要
と
考
え
る
が
、
す
べ
て
取
り

崩
す
こ
と
に
問
題
は
な
い
か
。

　
　
合
併
時
に
税
率
を
低
く
抑

え
て
い
た
た
め
、
毎
年
基
金
を

取
り
崩
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

今
年
度
は
医
療
費
の
伸
び
か
ら

見
て
厳
し
い
状
況
で
あ
る
た
め
、

全
額
を
取
り
崩
し
対
応
す
る
。

　
　
収
納
率
の
向
上
対
策
に
つ

い
て
。

　
　
悪
質
な
滞
納
者
に
は
資
格

証
明
書
を
発
行
す
る
な
ど
、
新

た
な
滞
納
者
を
出
さ
な
い
よ
う

努
力
す
る
。

　
　
医
療
費
の
伸
び
を
１
％
増

に
抑
え
ら
れ
る
の
か
。

　
　
例
年
の
状
況
か
ら
す
れ
ば

そ
れ
以
上
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
が
、
加
入
者
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
１
％
増
と
見
込
ん
で

い
る
。

　
　
収
納
率
９２
％
は
達
成
で
き

る
の
か
。

　
　
関
係
部
署
と
の
連
携
に
よ

る
徴
収
体
制
を
充
実
さ
せ
、
達

成
し
た
い
。

　
　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
と
い
う
手
法
に
問
題
は
な
い

か
。

　
　
議
会
や
市
民
の
理
解
を
得

た
い
。
特
別
調
整
交
付
金
等
を

活
用
し
、
市
民
の
負
担
増
を
抑

え
て
い
く
。

加
東
市
環
境
基
本
計
画
に
つ
い

て　
環
境
基
本
計
画
は
加
東
市
環

境
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
環
境

に
関
す
る
施
策
を
市
民
、
事
業

者
と
市
が
協
力
し
て
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
責
務
に
よ
る
目
標
や
具
体

的
な
行
動
等
を
定
め
、
平
成
２１

・
２２
年
度
の
２
カ
年
で
策
定
す

る
も
の
で
あ
る
。

◇
策
定
に
当
た
る
組
織
の
構
成

①
環
境
審
議
会

②
市
民
会
議

③
策
定
委
員
会

④
検
討
委
員
会

⑤
作
業
委
員
会

⑥
環
境
ま
ち
づ
く
り
策
定
会
議

◇
環
境
の
現
状
と
課
題
の
検
討

項
目
（
案
）

①
ひ
と
②
ふ
る
さ
と
③
自
然

④
地
球
⑤
参
加
・
協
働

市
立
保
育
園
運
営
の
あ
り
方
検

討
委
員
会
の
報
告
に
つ
い
て

　「
加
東
市
立
保
育
園
運
営
の

あ
り
方
検
討
委
員
会
」
は
、
市

立
保
育
園
の
運
営
に
つ
い
て
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
運
営

の
効
率
化
を
図
り
な
が
ら
、
多

様
化
す
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
よ
り
よ

い
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
と
新

た
な
子
育
て
支
援
施
策
の
充
実

を
図
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な

あ
り
方
、
運
営
が
望
ま
し
い
か

を
検
討
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ

た
。

　
検
討
委
員
会
は
、
知
識
経
験

者
や
保
護
者
代
表
、
民
生
児
童

委
員
協
議
会
や
行
政
代
表
の
９

名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
６
回

に
わ
た
り
検
討
を
重
ね
て
き
た

と
の
報
告
を
受
け
た
。

【
検
討
委
員
会
の
提
言
内
容
】

◇
よ
り
柔
軟
な
運
営
に
よ
る
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　
市
の
財
政
は
厳
し
い
状
況
で

は
あ
る
が
、『
き
ら
き
ら
輝
け

未
来
っ
子
プ
ラ
ン
』
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
市
立
保
育
園
を

整
理
・
統
合
す
る
も
の
で
は
な

い
と
考
え
る
。
地
域
の
子
育
て

支
援
の
拠
点
と
し
て
、
保
育
の

質
の
向
上
を
図
る
べ
く
、
そ
れ

ぞ
れ
に
機
能
や
特
色
を
持
た
せ

な
が
ら
保
育
園
を
維
持
・
存
続

さ
せ
、
よ
り
柔
軟
な
運
営
を
目

指
す
べ
き
で
あ
る
。

◇
社
保
育
園
を
子
育
て
支
援
サ

ー
ビ
ス
の
「
拠
点
保
育
園
」
に

　
社
保
育
園
を
拠
点
保
育
園
と

し
て
位
置
づ
け
、「
拠
点
総
合

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て

の
機
能
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
持

た
せ
、
三
草
保
育
園
、
米
田
保

育
園
、
鴨
川
保
育
園
と
の
積
極

的
な
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

市
と
し
て
の
効
率
的
な
保
育
体

制
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
市
立
保
育
園
で
一
時
保
育

を
実
施
し
て
い
な
い
の
は
な
ぜ

か
。

　
　
ニ
ー
ズ（
人
数
）
の
問
題

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
私
立

保
育
園
が
実
施
す
れ
ば
国
か
ら

の
補
助
金
が
受
け
ら
れ
る
と
い

う
側
面
が
あ
る
。

　
　
民
営
化
へ
の
方
向
性
は
。

　
　
今
後
の
検
討
課
題
と
認
識

し
て
い
る
。
提
言
を
尊
重
し
つ

つ
、
時
代
の
流
れ
、
情
勢
を
見

据
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　
こ
の
提
言
を
受
け
て
市
と

し
て
の
対
応
を
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
改
善
す
べ
き
も
の
は
改
善

し
、
拠
点
保
育
園
の
設
置
に
は
、

体
制
づ
く
り
も
必
要
と
な
っ
て

く
る
た
め
、
さ
ら
な
る
検
討
を

加
え
、
よ
り
よ
い
保
育
を
目
指

す
上
で
も
提
言
を
尊
重
し
、
市

と
し
て
の
方
針
を
決
定
し
て
い

く
。
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軽自動車税の納期変更 ( 案 )
スケジュール予定

平成 21 年 平成 22 年

9 月

議会提案
（条例改正）

（ 住 民 啓 発 ）
（システム調整）（システム調整） 納付書

送　付

10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
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】

【
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】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
４
月
２７
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
所
管
事
務
調
査
を
行
っ
た
。

教
育
三
法
に
つ
い
て

　
教
育
三
法
の
改
正
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。

【
学
校
教
育
法
の
改
正
】

　
改
正
教
育
基
本
法
の
教
育
理

念
を
踏
ま
え
、
新
た
に
義
務
教

育
の
目
標
を
定
め
る
と
と
も
に
、

幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で
の
各
学

校
の
目
的
・
目
標
の
見
直
し
。

　
副
校
長
等
の
新
し
い
職
を
置

く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、

組
織
と
し
て
の
学
校
の
力
を
強

化
。

【
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
の
改
正
】

　
教
育
に
お
け
る
国
、
教
育
委

員
会
、
学
校
の
責
任
を
明
確
に

し
、
保
護
者
が
安
心
し
て
子
ど

も
を
学
校
に
預
け
う
る
体
制
を

構
築
。

【
教
育
職
員
免
許
法
及
び
教
育

公
務
員
特
例
法
の
改
正
】

　
教
員
免
許
更
新
制
を
導
入
し
、

あ
わ
せ
て
指
導
が
不
適
切
な
教

員
の
人
事
管
理
を
厳
格
化
し
、

教
員
に
対
す
る
信
頼
を
確
立
す

る
仕
組
み
を
構
築
。

　
ま
た
、
平
成
２０
年
度
教
育
委

員
会
の
活
動
の
点
検
と
評
価
を

行
い
、
６
月
に
議
会
に
報
告
す

る
と
説
明
を
受
け
た
。

　
　
教
育
委
員
会
の
評
価
は
外

部
評
価
も
入
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
み
ず
か
ら
評
価
す
る
も
の

で
、
大
学
教
授
等
の
意
見
も
聞

い
て
い
る
。
評
価
の
方
法
も
含

め
て
、
他
市
を
参
考
に
検
討
し

て
い
く
。

　
　
教
育
委
員
会
で
の
市
民
体

育
祭
の
評
価
が
高
い
理
由
は
。

　
　
加
東
市
に
な
っ
て
の
課
題

は
交
流
を
広
げ
る
こ
と
で
あ
り
、

小
学
校
区
間
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流

は
近
隣
市
町
で
は
例
を
見
な
い

大
会
で
あ
り
、
成
果
は
あ
っ
た
。

運
営
に
つ
い
て
の
課
題
は
あ
る
。

庁
舎
建
設
に
つ
い
て

　
総
務
文
教
常
任
委
員
長
よ
り
、

総
務
文
教
常
任
委
員
会
の
所
管

と
な
っ
て
い
た
庁
舎
検
討
に
つ

い
て
、
新
た
に
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
協
議
す
る
と
の
提
案

が
あ
り
、
了
承
し
た
。

（
Ｐ
３
を
参
照
）

定
額
給
付
金
の
現
状
に
つ
い
て

申
請
現
況
（
４
月
２１
日
現
在
）

①
申
請
書
発
送
日

　
平
成
２１
年
３
月
１７
日

②
申
請
受
付
期
間

　
平
成
２１
年
３
月
１８
日
　
　
　

　
　
　
〜
９
月
１８
日
ま
で

③
申
請
書
発
送
件
数

　
１
４
５
２
１
件

④
給
付
総
額

　
６
億
１
５
０
９
万
６
０
０
０
円

⑤
申
請
受
付
状
況

　
１
１
７
９
８
件
（
８１
・
２
％
）

給
付
金
額
（
５
月
２８
日
ま
で
）

５
億
３
１
７
１
万
９
０
０
０
円

（
８６
・
４
％
）

今
後
の
対
応

　
４
月
中
に
は
申
請
書
送
付
者

の
９０
％
程
度
の
申
請
が
終
わ
る

見
込
み
で
あ
る
た
め
、
５
月
連

休
明
け
か
ら
は
、
郵
便
不
達
者

（
９９
名
）の
追
跡
調
査
と
未
申
請

者
の
申
請
依
頼
に
重
点
を
移
す

予
定
で
あ
る
。

　
　
受
給
し
な
い
と
い
う
申
し

入
れ
は
あ
る
の
か
。

　
　
書
面
で
は
な
い
。
電
話
で

は
若
干
名
あ
る
。

　
　
入
院
の
方
は
ど
の
よ
う
に

さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
代
理
申
請
を
行
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

　
　
窓
口
給
付
は
社
庁
舎
の
み

か
。

　
　
会
計
課
で
行
う
た
め
、
社

庁
舎
だ
け
で
あ
る
。

軽
自
動
車
税
の
納
期
変
更
に
つ

い
て

軽
自
動
車
税
の
納
期
変
更
（
案
）

　
軽
自
動
車
税
の
納
期
を
４
月

３０
日
か
ら
５
月
３１
日
に
変
更
す

る
理
由

・
ひ
ょ
う
ご
東
条
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
イ
ン
タ
ー
パ
ー
ク
へ
の
（
株
）

ダ
イ
ハ
ツ
カ
ー
ネ
ッ
ト
の
進
出

に
よ
る
軽
自
動
車
（
自
家
用
）

の
異
動
（
登
録
及
び
廃
車
）
の

増
加
。

・
年
度
末
（
３
月
）
の
異
動
の

増
加
に
よ
り
、
課
税
処
理
対
応

が
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

・
県
内
の
状
況
は
５
月
末
納
期

が
圧
倒
的
に
多
い
た
め
（
４１
市

町
の
う
ち
３２
市
町
）、
県
民
意

識
と
し
て
軽
自
動
車
税
の
納
期

は
５
月
末
と
定
着
し
つ
つ
あ
る
。

　
効
果
と
し
て
、
軽
自
動
車
税

の
納
期
を
１
カ
月
延
長
す
る
こ

と
に
よ
り
、
適
正
適
格
な
賦
課

を
実
現
す
る
。
ま
た
、
行
財
政

改
革
（
事
務
事
業
の
見
直
し
）

に
よ
り
効
果
的
な
事
務
処
理
、

年
度
末
（
確
定
申
告
時
期
）
の

事
務
処
理
軽
減
を
実
現
す
る
。

時
間
外
事
務
等
、
経
費
削
減
に

伴
う
費
用
対
効
果
が
実
現
で
き

る
た
め
、
９
月
定
例
会
で
条
例

改
正
を
提
案
し
た
い
と
の
説
明

を
受
け
た
。

　
　（
株
）
ダ
イ
ハ
ツ
カ
ー
ネ

ッ
ト
の
登
録
台
数
は
ど
の
く
ら

い
か
。

　
　
約
２
０
０
０
台
か
ら
３
０

０
０
台
で
あ
る
。
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　社小学校３年生のみなさんが、市役所社庁舎
と周辺施設を見学に来てくれました。議場では、
理事者席や議員席に座り、いろいろと質問をして
いました。（６月５日）

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
現
況
に
つ

い
て

①
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
状
況

　
に
つ
い
て

②
東
条
地
域
の
共
聴
施
設
撤
去

　
に
つ
い
て

③
Ｓ
Ｔ
Ｂ
の
交
換
状
況
（
社
地

　
域
・
滝
野
地
域
）
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。

　
　
テ
レ
ビ
大
阪
の
デ
ジ
タ
ル

放
送
は
視
聴
で
き
る
の
か
。

　
　
現
在
、
県
内
の
他
市
町
と

と
も
に
団
体
交
渉
中
で
あ
る
。

　
　
東
条
有
線
電
話
の
撤
去
状

況
に
つ
い
て
。

　
　
本
部
施
設
、
電
話
機
の
撤

去
は
完
了
。
柱
は
平
成
２１
・
２２

年
度
で
撤
去
の
予
定
。

　
　
視
聴
率
は
把
握
で
き
る
の

か
。

　
　
手
法
は
あ
る
が
、
費
用
が

高
額
な
た
め
予
定
し
て
い
な
い
。

　
　
空
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
利
用

方
法
に
つ
い
て
。

　
　
夏
ま
つ
り
や
高
校
野
球
な

ど
を
放
送
し
て
い
る
。

　
　
ア
パ
ー
ト
、
共
同
住
宅
な

ど
の
加
入
率
が
低
い
の
で
は
な

い
か
。

　
　
ア
パ
ー
ト
の
加
入
金
を
低

く
し
た
。
国
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー

も
あ
り
、
詳
細
が
決
ま
れ
ば
啓

発
し
て
い
く
。

　
６
月
８
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
所
管
事
務
調
査
を
行
っ
た
。

平
成
２０
年
度
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

　
平
成
２０
年
度
歳
入
歳
出
決
算

見
込
み
、
市
税
決
算
見
込
み
、

平
成
２１
年
度
市
税
課
税
状
況
及

び
税
収
確
保
に
つ
い
て
、
ま
た
、

平
成
２１
年
度
の
収
税
対
策
と
し

て
、
兵
庫
県
か
ら
個
人
住
民
税

特
別
対
策
に
よ
る
整
理
回
収
チ

ー
ム
の
派
遣
を
受
け
る
と
の
説

明
を
受
け
た
。

　
　
税
の
滞
納
者
へ
の
対
応
は
。

　
　
個
人
と
相
談
し
分
納
計
画

を
作
成
す
る
。
分
納
が
止
ま
っ

た
人
に
は
差
し
押
さ
え
を
行
っ

て
い
る
。

　
　
悪
質
な
滞
納
者
に
つ
い
て
。

　
　
収
入
が
あ
る
が
、
別
の
こ

と
に
使
っ
て
し
ま
い
納
付
で
き

な
い
人
が
多
い
。
若
い
方
で
納

税
意
識
の
な
い
人
が
い
る
。

　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
の

効
果
は
ど
う
か
。

　
　
額
は
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、

意
識
啓
発
に
は
効
果
的
で
あ
る
。

　
　
税
や
公
共
料
金
の
総
合
的

な
徴
収
は
し
て
い
る
の
か
。

　
　
税
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

他
の
市
へ
の
納
付
金
の
滞
納
整

理
も
含
め
て
研
修
会
を
開
催
す

る
な
ど
、
総
合
的
に
対
応
し
て

い
る
。
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【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

東
播
・
淡
路
市
議
会
議
長
会
定
例
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

近
畿
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

議
会
運
営
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

兵
庫
県
市
議
会
議
長
会
総
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

第
２１
回
臨
時
会

議
会
運
営
委
員
会

第
２２
回
定
例
会
（
１
日
目
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会
　
　
　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

第
２２
回
定
例
会
（
２
日
目
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

第
２２
回
定
例
会
（
３
日
目
）

議
会
運
営
委
員
会

４
月

１０
日

１０
日

１４
日

１７
日

２０
日

２１
日

２３
日

２７
日

５
月

１２
日

１４
日

２１
日

２５
日

２８
日

２８
日

６
月

４
日

８
日

９
日

１０
日

１２
日

１５
日

１６
日

２３
日

２３
日

議
会
日
誌

議
会
日
誌

議
会
日
誌

《
主
な
も
の
》



　
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
２０
名
か
ら
１８
名
に
削
減
し
、

次
回
の
市
議
会
議
員
選
挙
か
ら

適
用
さ
れ
る
。
行
財
政
改
革
、

議
会
改
革
の
一
つ
の
成
果
で
あ

る
が
、
議
員
定
数
を
決
め
る
の

に
明
確
な
方
程
式
は
な
く
、
議

会
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
。

市
民
の
思
い
や
評
価
も
様
々
で

あ
ろ
う
が
、
さ
ら
な
る
改
革
へ

の
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と
と
ら
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
現
在
、
市
で
は
各
種
団
体
の

代
表
や
学
識
経
験
者
、
市
民
か

ら
公
募
さ
れ
た
委
員
等
１０
名
で

構
成
さ
れ
る
加
東
市
庁
舎
統
合

整
備
等
検
討
委
員
会
が
立
ち
上

げ
ら
れ
、
現
在
の
分
庁
方
式
や

庁
舎
の
統
合
整
備
、
庁
舎
周
辺

施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

さ
れ
て
い
る
。
　
　
　

　
本
誌
記
事
に
あ
る
よ
う
に
市

議
会
に
お
い
て
も
１０
名
の
委
員

に
よ
る
庁
舎
整
備
等
検
討
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
調
査･

研

究
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
市
民

の
暮
ら
し
や
サ
ー
ビ
ス
に
直
結
し
、

行
財
政
改
革
の
重
要
課
題
で
あ

る
こ
と
か
ら
十
分
議
論
し
て
い

き
、
審
議
内
容
に
つ
い
て
は
議

会
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し
て
い

き
ま
す
の
で
ご
覧
い
た
だ
き
た

い
。

　
加
東
遺
産
の
一
つ
、
東
条
湖

が
今
年
で
誕
生
６０
周
年
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
８
月
１
日
か
ら

３１
日
ま
で
の
１
カ
月
間
「
東
条

湖
の
今
と
昔
〜
６０
周
年
記
念
〜
」

を
テ
ー
マ
に
貴
重
な
資
料
や
写

真
を
ア
ク
ア
東
条
南
側
の
展
示

館
で
パ
ネ
ル
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
夏
休
み
に
足
を
運
ん

で
い
た
だ
き
、
そ
の
際
に
は
東

条
湖
の
堰
堤
ま
で
散
策
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
Ｂ
・
Ｆ
）

詳しいことは８月２８日以降に議会事務局までお問い合わせください。
ホームページ

議会の傍聴に
お越しください。

９月定例会の予定　９月 ３日（木）９時３０分　議案審議　
　　　　　　　　　９月１５日（火）９時３０分　一般質問
　　　　　　　　　９月２９日（火）９時３０分　議案審議

h t t p : / /www . c i t y . k a t o . l g . j p 電子メール gik a i@c i t y . k a t o . l g . j p

発
行
　
加
東
市
議
会

編
集
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

〒
６
７
３-

１
４
９
３

兵
庫
県
加
東
市
社
５
０
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
7
9
5-

4
3-

0
3
8
5
（
直
通
）
Ｆ
Ａ
Ｘ
0
7
9
5-

4
2-

7
9
6
0 １６加東市 議会だより Ｎｏ.１０

加東市役所社庁舎３階に議場があります。

議
会
広
報
特
別
委
員
会
　

　
　
委
員
長
　
長
谷
川
勝
己

　
　
副
委
員
長
　
　
野
　
　
奨

　
　
委
　
員
　
橋
本
　
嘉
郎

　
　
　
　
　
　
藤
原
　
文
悟

　
　
　
　
　
　
安
田
　
　
朗

　
　
　
　
　
　
小
紫
　
泰
良

　
　
　
　
　
　
小
川
　
忠
市

羽

ｋ

ｋ

ｋ

　
一
部
事
務
組
合
議
会
で
は
、

各
構
成
市
町
か
ら
選
出
さ

れ
た
議
会
議
員
が
予
算
や

条
例
等
を
審
議
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
「
北
播
衛
生
事

務
組
合
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
北
播
衛
生
事
務
組
合
は
、
し

尿
の
共
同
処
理
を
目
的
に
、
西

脇
市
・
小
野
市
・
旧
加
東
郡
３

町
に
よ
り
昭
和
３７
年
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

　
昭
和
３９
年
、
小
野
市
古
川
町

に
１
日
当
た
り
５５
　
処
理
で
き

る
施
設
を
建
設
（
昭
和
４７
年
廃
止
）

し
、
そ
の
後
、
昭
和
４５
・
４６
年
に

現
在
の
加
東
市
西
古
瀬
に
南
部

衛
生
公
園
を
建
設
し
ま
し
た
。

　
平
成
元
年
か
ら
汚
濁
負
荷
量

の
削
減
を
目
的
と
す
る
瀬
戸
内

総
量
規
制
に
対
応
す
る
た
め
、

窒
素
の
除
去
が
で
き
る
標
準
脱

窒
素
処
理
方
式
の
施
設
（
１
４

０
　
／
日
）
に
更
新
し
、
現
在

も
操
業
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
８
年
に
は
西
脇

市
の
北
部
衛
生
公
園
を
廃
止
し
、

南
部
衛
生
公
園
に
統
合
し
ま
し
た
。

　
近
年
、
下
水
道
の
整
備
に
伴

い
処
理
人
口
が
年
々
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
平
成
２０
年
度
で
は
、

３
市
の
農
業
集
落
排
水
施
設
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
ト
・
合

併
浄
化
槽
・
単
独
浄
化
槽
か
ら

排
出
さ
れ
る
汚
泥
と
非
水
洗
化

の
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
し
尿

を
１
日
当
た
り
７５
　
、
約
３
万

９
０
０
０
人
分
の
処
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
白
鳥
が
浮
か
ぶ
貯
水

池
や
、
施
設
の
南
側
に
は
芝
生

の
サ
ッ
カ
ー
場
を
併
設
し
、
多

く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
７
月
１２
日
に
は
、
第
１９
回
管

理
者
杯
争
奪
少
年
サ
ッ
カ
ー
大

会
が
、
構
成
３
市
内
か
ら
４２
チ

ー
ム
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
、

全
面
芝
張
り
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

各
チ
ー
ム
と
も
健
闘
さ
れ
ま
し
た
。


